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(57)【要約】
【課題】増設された画像投影装置等に、投影中の画像を
投影させることを容易化する画像投影装置を提供する。
【解決手段】画像投影装置は、一つ以上の画像を投影す
る画像投影装置であって、当該画像投影装置と通信可能
な他の画像投影装置が有効化されたことを判断する判断
手段と、前記他の画像投影装置が有効化された場合、当
該画像投影装置が投影する一つ以上の画像のうちの少な
くとも一つの画像を前記他の画像投影装置に転送する転
送手段と、を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ以上の画像を投影する画像投影装置であって、
　当該画像投影装置と通信可能な他の画像投影装置が有効化されたことを判断する判断手
段と、
　前記他の画像投影装置が有効化された場合、当該画像投影装置が投影する一つ以上の画
像のうちの少なくとも一つの画像を前記他の画像投影装置に転送する転送手段と、
　を有する画像投影装置。
【請求項２】
　前記判断手段は、前記他の画像投影装置から画像の投影が可能であることを示す予め定
められた情報を受信した場合、前記他の画像投影装置が有効化されたと判断する請求項１
に記載の画像投影装置。
【請求項３】
　前記転送手段は、有効化された複数の画像投影装置に、前記少なくとも一つの画像を転
送する請求項１又は２に記載の画像投影装置。
【請求項４】
　当該画像投影装置が投影する一つ以上の画像のうち、前記転送手段が転送した画像の投
影を中断する請求項１乃至３のいずれか一項に記載の画像投影装置。
【請求項５】
　当該画像投影装置は、無線ＬＡＮのアクセスポイントの機能を有し、
　前記アクセスポイントに接続したクライアント装置に、画像の投影が可能であるか否か
を問い合わせるための情報を送信する請求項１乃至４のいずれか一項に記載の画像投影装
置。
【請求項６】
　当該画像投影装置は、無線ＬＡＮのアクセスポイントの機能を有し、
　前記アクセスポイントに接続するクライアント装置から画像の投影が可能であることを
示す予め定められた情報を受信した場合、前記クライアント装置を有効化された画像投影
装置であると判断する請求項１に記載の画像投影装置。
【請求項７】
　第１の画像投影装置と、前記第１の画像投影装置と通信可能な第２の画像投影装置と、
を有する画像投影システムであって、
　前記第２の画像投影装置は、
　前記第１の画像投影装置が有効化されたことを判断する判断手段と、
　前記第１の画像投影装置が有効化された場合、前記第２の画像投影装置が投影する一つ
以上の画像のうちの少なくとも一つの画像を前記第１の画像投影装置に転送する転送手段
と、
　を有する画像投影システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像投影装置、及び画像投影システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線ＬＡＮ（Local Area Network）のアクセスポイントの機能を有する画像投影装置が
知られている。また、アクセスポイントの機能を有し、通信手段を介して接続された複数
の外部装置から受信した画像を投影させると共に、投影させた画像の中から選択された画
像のデータを、通信手段を介して配布することが可能な画像出力装置が知られている（例
えば、特許文献１参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　例えば、広い会場でプレゼンテーションを行う場合等、複数の画像投影装置を用いて画
像の投影を行うことにより、投影画像の視認性を向上させることができる。また、このよ
うな場合、参加者の人数等に応じて画像投影装置の数を容易に増設できることが望ましい
。
【０００４】
　しかし、従来の技術では、画像投影装置で投影中の画像を、他の画像投影装置に投影さ
せるためには、例えば、ユーザが情報端末等で投影先の設定を行う等、面倒な操作を伴っ
ていた。
【０００５】
　本発明の実施の形態は、上記問題点に鑑みてなされたものであって、自装置で投影中の
画像を、他の画像投影装置に投影させることを容易化する画像投影装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、一実施の形態に係る画像投影装置は、一つ以上の画像を投影
する画像投影装置であって、当該画像投影装置と通信可能な他の画像投影装置が有効化さ
れたことを判断する判断手段と、前記他の画像投影装置が有効化された場合、当該画像投
影装置が投影する一つ以上の画像のうちの少なくとも一つの画像を前記他の画像投影装置
に転送する転送手段と、を有する。
【発明の効果】
【０００７】
　本実施の形態によれば、増設された画像投影装置等に、投影中の画像を投影させること
を容易化する画像投影装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一実施形態に係る画像投影システムの構成を示す図である。
【図２】一実施形態に係る画像投影装置のハードウェア構成図である。
【図３】一実施形態に係る画像投影装置の機能構成図である。
【図４】第１の実施の形態に係る画像投影システムの処理の流れの一例を示すシーケンス
チャートである。
【図５】第１の実施の形態に係る画像投影不可の場合の処理の流れを示すシーケンスチャ
ートである。
【図６】第１の実施の形態に係る予め定められた情報を含むデータフレームのイメージを
示す図である。
【図７】第１の実施の形態に係る画像投影システムの処理の流れの別の一例を示すシーケ
ンスチャートである。
【図８】第２の実施の形態に係る画像投影システムの構成を示す図である。
【図９】第２の実施の形態に係る画像投影システムの画像投影装置増設後の構成を示す図
である。
【図１０】第２の実施の形態に係る画像投影システムの処理の流れを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施の形態について、添付の図面を参照して説明する。
【００１０】
　＜システム構成＞
　図１は、一実施形態に係る画像投影システムの構成を示す図である。画像投影システム
１００は、アクセスポイントの機能を有する画像投影装置１０１、及びクライアントの機
能を有する画像投影装置１０２、１０３を有する。
【００１１】
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　画像投影装置１０２、１０３は、例えば、ＩＥＥＥ（The Institute of Electrical an
d Electronics Engineers）８０２．１１方式の無線ＬＡＮ（Local Area Network）のク
ライアントの機能を有している。また、画像投影装置１０１は、例えば、ＩＥＥＥ８０２
．１１方式の無線ＬＡＮのアクセスポイントの機能を有しており、画像投影装置１０２、
１０３と無線ＬＡＮにより通信可能である。
【００１２】
　ここで、無線ＬＡＮのアクセスポイントと、無線ＬＡＮのクライアントとの接続の流れ
の概要について説明する。尚、クライアントには、接続先のアクセスポイントの識別子で
あるＳＳＩＤ（Service Set Identifier）、認証／暗号化方式、暗号化キー等の情報が予
め登録されているものとする。
【００１３】
　無線ＬＡＮのアクセスポイントは、所定の時間間隔でビーコンと呼ばれる制御信号を送
信している。ビーコンには、例えば、アクセスポイントのＳＳＩＤ、利用可能な伝送速度
、無線チャネル番号等の情報が含まれている。アクセスポイントが送信する電波の到達範
囲にあるクライアントは、このビーコンを受信することによってアクセスポイントへの接
続に必要な情報を取得することができる（パッシブスキャニング）。或いは、クライアン
トは、プローブ要求と呼ばれる管理フレームを、例えば、ブロードキャストに送信して、
アクセスポイントから返信されたプローブ応答により、周囲のアクセスポイントの情報を
取得することも可能である（アクティブスキャニング）。尚、プローブ要求は、ブロード
キャストではなく、登録されたＳＳＩＤ宛に送信するものであっても良い。
【００１４】
　クライアントは、このようなスキャニングにより取得した情報に基づいて、登録された
ＳＳＩＤを有するアクセスポイントを認識すると、認証フレームを用いて無線接続の認証
を要求する。尚、ＩＥＥＥ８０２．１１方式の無線ＬＡＮの認証方式には、オープンシス
テム認証とシェアードキー認証の２種類が規定されている。オープンシステム認証の場合
、アクセスポイントは、クライアントから認証を要求する認証フレームを受信すると、実
質的な認証処理を行わずに認証を許可する認証フレームを送信する。また、シェアードキ
ー認証の場合、所定の認証処理を行い、認証をパスした場合に認証を許可する認証フレー
ムを送信する。
【００１５】
　クライアントは、無線接続の認証が許可されたアクセスポイントに、アソシエーション
要求フレームを送信して接続を要求する。アソシエーション要求を受信したアクセスポイ
ントは、アソシエーション要求を送信したクライアントにステータスコードを含むアソシ
エーション応答フレームを送信する。無線接続が成功した場合、アソシエーション応答フ
レームには、「成功」を意味するステータスコードと、ＡＩＤ（Association ID）と呼ば
れる識別子が含まれる。無線接続が成功すると、クライアントとアクセスポイントとの間
でデータフレームの送受信が可能となる。
【００１６】
　例えば、上記手順により、アクセスポイントの機能を有する画像投影装置１０１は、ク
ライアントの機能を有する画像投影装置１０２、１０３とデータの送受信が可能な状態と
なる。尚、図１のクライアント機能を有する画像投影装置１０２、１０３の数は一例であ
って、他の数であっても良い。
【００１７】
　図１を参照して、画像投影装置１０１は、ＰＣ（Personal Computer）等の情報処理装
置である端末１０５から入力された画像データに基づいて、スクリーン１０６等に画像の
投影が可能である。尚、画像投影装置１０１と端末１０５との間の接続は、有線ケーブル
によるものであっても良いし、無線接続によるものであっても良い。例えば、端末１０５
は、無線ＬＡＮのクライアントとして、アクセスポイント機能を有する画像投影装置１０
１に接続し、無線ＬＡＮ通信により画像投影装置１０１に画像データを送信するものであ
っても良い。
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【００１８】
　図１において、会議室１０４で発表者１０９が、画像投影装置１０１、端末１０５及び
スクリーン１０６を用いて、複数の参加者１１０にプレゼンテーションを行っているもの
とする。ここで、例えば、後方の参加者のために、画像投影装置１０２を新たに設置し、
電源を投入すると、画像投影装置１０１は、画像投影装置１０２が有効化されたことを判
断し、投影中の画像を無線ＬＡＮ通信により画像投影装置１０２に転送する。画像投影装
置１０２は、画像投影装置１０１から転送された画像をスクリーン１０７に投影する。
【００１９】
　同様に、画像投影装置１０３を設置して電源を投入すると、画像投影装置１０１は、画
像投影装置１０３が有効化されたことを判断し、投影中の画像を無線ＬＡＮ通信により画
像投影装置１０３に転送する。画像投影装置１０３は、画像投影装置１０１から転送され
た画像をスクリーン１０８に投影する。
【００２０】
　このようにして、画像投影システム１００において、画像投影装置１０１は、画像の投
影中に他の画像投影装置等が有効化された場合、有効化された他の画像投影装置１０２、
１０３等に投影中の画像を転送し、投影させることができる。
【００２１】
　＜ハードウェア構成＞
　図２は、一実施形態に係る画像投影装置１０１のハードウェア構成図である。画像投影
装置１０１は、制御部２０１、記憶部２０２、外部接続部２０３、操作パネル２０４、投
影部２０５、有線通信処理部２０６、無線通信処理部２０７、切替部２０８、アクセスポ
イント機能部２０９、及びクライアント機能部２１０等を有する。
【００２２】
　制御部２０１は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）とその周辺回路等を有
しており、例えば、記憶部２０２等に記憶されたプログラムを実行することにより、画像
投影装置１０１全体の制御を行う。記憶部２０２は、例えば、ＲＡＭ（Random Access Me
mory）、フラッシュＲＯＭ（Read Only Memory）、及び／又はストレージ等を含む。記憶
部２０２は、画像投影装置１０１の各種プログラムや、投影する画像データ、及び各種設
定データ等を記憶する。記憶部２０２が記憶する各種設定データの例として、例えば、画
像投影装置１０１をアクセスポイントとして動作させるか、クライアントとして動作させ
るかの設定や、クライアントとして動作する場合の画像投影の許可／禁止の設定等がある
。
【００２３】
　外部接続部２０３は、外部から入力される映像（画像）信号、例えば、コンピュータか
らの画像出力信号、映像機器等からのＨＤＭＩ（登録商標）信号、ビデオ信号等を取得す
るインタフェースである。
【００２４】
　操作パネル２０４は、各種情報を表示すると共に、画像投影装置１０１の設定や操作等
を行うための表示入力装置である。ユーザは、操作パネル２０４を用いて、アクセスポイ
ント機能部２０９とクライアント機能部２１０の切り替え等の設定を行うことができる。
【００２５】
　投影部２０５は、例えば、ランプ等の光源、ＤＭＤ（Digital Mirror Device）、カラ
ーホイール、投影レンズ等で構成され、画像の投影を行う手段である。
【００２６】
　有線通信処理部２０６は、有線ＬＡＮの通信処理を行う。無線通信処理部２０７は、無
線ＬＡＮの無線通信処理を行う。アクセスポイント機能部２０９は、無線通信処理部２０
７を無線ＬＡＮのアクセスポイントとして動作させる通信制御部である。クライアント機
能部２１０は、無線通信処理部２０７を無線ＬＡＮのクライアントとして動作させる通信
制御部である。切替部２０８は、制御部２０１の制御により、無線通信処理部２０７をア
クセスポイント、又はクライアントとして動作させる切り替え部である。
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【００２７】
　図２の画像投影装置１０１は、無線ＬＡＮのアクセスポイントとして動作可能であり、
また、例えば、操作パネル２０４等からの設定により、切替部２０８を切り替えることに
より、無線ＬＡＮのクライアントとして動作させることも可能である。尚、図２の画像投
影装置１０１の構成は一例であって、例えば、画像投影装置１０１は、アクセスポイント
機能部２０９を有し、クライアント機能部２１０及び切替部２０８を有していなくても良
い。
【００２８】
　また、無線ＬＡＮのクライアントである画像投影装置１０２、１０３は、図２の画像投
影装置１０１と同様の構成を有していても良いし、他の構成であっても良い。例えば、画
像投影装置１０２、１０３は、図２において、クライアント機能部２１０を有し、アクセ
スポイント機能部２０９及び切替部２０８を有さない構成であっても良い。
【００２９】
　また、無線ＬＡＮのクライアントとして動作する画像投影装置１０２、１０３は、例え
ば、操作パネル２０４等から、画像転送機能の有効／無効の設定が可能である。画像転送
機能が有効に設定されている場合、画像投影装置１０２、１０３は、無線ＬＡＮ通信等に
より自装置宛の画像データを受信すると、受信したデータに基づいて、画像の投影を行う
ものとする。
【００３０】
　＜機能構成＞
　図３は、一実施形態に係る画像投影装置１０１の機能構成図である。尚、図３において
、画像投影装置１０１は、切替部２０８によりアクセスポイント機能部２０９が選択され
、無線ＬＡＮのアクセスポイントとして動作しているものとする。
【００３１】
　画像投影装置１０１の制御部２０１は、判断手段３０１、転送手段３０２、投影制御手
段３０３を有する。尚、判断手段３０１、転送手段３０２、及び投影制御手段３０３は、
例えば、制御部２０１のＣＰＵ等で動作するプログラム等によって実現される。
【００３２】
　投影制御手段３０３は、外部接続部２０３、有線通信処理部２０６、又は無線通信処理
部２０７等から入力された画像データに基づいて、投影部２０５に画像を投影させる。
【００３３】
　判断手段３０１は、アクセスポイントとして動作する画像投影装置１０１に無線ＬＡＮ
接続されたクライアントである画像投影装置が有効化されたことを判断する。例えば、判
断手段３０１は、画像投影装置１０１の無線エリア内で、他の画像投影装置に電源が投入
され、画像の投影が可能となった場合、電源が投入された他の画像投影装置が有効化され
たと判断する。又は、既に無線接続されていた他の画像投影装置の画像投影機能の設定が
、禁止から許可に変更された場合に、画像投影装置１０２が有効化されたと判断する。或
いは、無線ＬＡＮ接続された画像投影装置から、画像転送の要求を受けた場合に、他の画
像投影装置が有効化されたと判断しても良い。
【００３４】
　具体的な例として、画像投影装置１０１は、他の画像投影装置から受信した、ＭＡＣ（
Media Access Control）フレームに、画像の送信を許可することを示す予め定められた情
報が含まれる場合に、その情報を送信した画像投影装置が有効化されたと判断する。尚、
予め定められた情報は、例えば、本機能に対応する画像投影装置のみが送信可能な独自の
情報を予め定めておくと良い。
【００３５】
　また、クライアントである画像投影装置１０２、１０３等は、例えば、電源投入等によ
り、画像の投影が可能になった際に、画像の送信を許可することを示す予め定められた情
報をアクセスポイントに送信する。これにより、アクセスポイントである画像投影装置１
０１は、クライアント装置から上記予め定められた情報を受信すると、そのクライアント
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装置が有効化された画像投影装置であると判断することができる。
【００３６】
　転送手段３０２は、例えば、画像投影装置１０２が有効化された場合、画像投影装置１
０１が投影する１つ以上の画像のうちの少なくとも一つを、有効化された画像投影装置１
０２に転送する。さらに、転送手段３０２は、複数の画像投影装置が有効化された場合、
有効化された複数の画像投影装置の各々に、画像投影装置１０１が投影する１つ以上の画
像のうちの少なくとも一つを転送する。
【００３７】
　上記構成により、画像投影装置１０１は、アクセスポイントとして動作する画像投影装
置１０１に接続する一つ以上の画像投影装置が有効化された場合、投影中の画像のうちの
少なくとも一つを有効化された一つ以上の画像投影装置に転送する。
【００３８】
　＜処理の流れ＞
　［第１の実施の形態］
　図４は、第１の実施の形態に係る画像投影システム１００の処理の流れの一例を示すシ
ーケンスチャートである。尚、図４の中で、アクセスポイントをＡＰ（Access Point）、
クライアントをＳＴＡ（Station）と表記している。以下の図においても同様である。
【００３９】
　図４において、画像投影システムは、無線ＬＡＮのアクセスポイントの機能を有する画
像投影装置１と、無線ＬＡＮのクライアントの機能を有する画像投影装置２とで構成され
ており、画像投影装置１は画像を投影中であるものとする。また、画像投影装置２は、画
像の投影を許可するように設定されているものとする。さらに、画像投影装置２には、画
像投影装置１のＳＳＩＤ、認証／暗号化方式、暗号化キー等の情報が予め登録されている
ものとする。
【００４０】
　画像投影装置１が画像を投影中に、例えば、ユーザ等により、画像投影装置２の電源が
投入されると（ステップＳ４０１）、アクセスポイントである画像投影装置１が送信する
ビーコンを受信することにより、画像投影装置１を認識する。クライアントである画像投
影装置２は、画像投影装置１を認識すると、認証フレームを用いて画像投影装置１に認証
を要求する（ステップＳ４０２）。画像投影装置１は、画像投影装置２から認証を要求す
る認証フレームを受信すると、認証フレームを用いて認証の応答を行う（Ｓ４０３）。
【００４１】
　認証が完了すると、画像投影装置２は、アソシエーション要求フレームを用いて、画像
投影装置１に接続（アソシエーション）を要求する（ステップＳ４０４）。画像投影装置
１は、受信したアソシエーション要求フレームに応じて、画像投影装置に「成功」を意味
するステータスコードを含むアソシエーション応答フレームを送信する（ステップＳ４０
５）。これにより、画像投影装置１と画像投影装置２との間の無線ＬＡＮ通信の接続が完
了し、無線区間のデータ送受信が可能となる。
【００４２】
　画像投影装置１は、画像投影装置２との接続が完了すると、画像投影装置２に、画像の
投影が可能であるか否かを問い合わせるために予め定められた「送信確認」情報を含むデ
ータフレームを送信する（ステップＳ４０６）。「送信確認」情報を含むデータフレーム
を受信した画像投影装置２は、画像の投影が許可されているので、画像の投影が可能であ
ることを示すために予め定められた「送信許可」情報を含むデータフレームを、画像投影
装置１へ送信する（ステップＳ４０７）。「送信許可」情報を含むデータフレームを受信
した画像投影装置１は、画像投影装置２が有効化されたと判断し（ステップＳ４０８）、
画像転送の処理を開始する（ステップＳ４０９）。画像投影装置２は、画像投影装置１か
ら受信した、投影画像のデータを含むデータフレームを受信すると（ステップＳ４１０）
、受信したデータに基づいて、画像の投影を開始する（ステップＳ４１１）。
【００４３】
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　画像投影装置１は、例えば、このようにして、無線ＬＡＮのクライアント装置である画
像投影装置２が有効化されたことを判断し、自装置が投影中の画像を自動的に転送する。
【００４４】
　図５は、第１の実施の形態に係る画像投影が不可の場合の処理の流れの例を示すシーケ
ンスチャートである。図５の画像投影装置３は、無線ＬＡＮのクライアント装置であり、
画像の投影を禁止する設定がなされているものとする。また、図５の非対応機器は、例え
ば、ＰＣやタブレット端末等の画像投影機能を持たないクライアント装置や、本願の画像
転送機能に非対応の画像投影装置等のクライアント装置であるものとする。尚、基本的な
処理の流れは図４と同様なので、ここでは、図４との差分を中心に説明を行う。
【００４５】
　アクセスポイントである画像投影装置１が、画像の投影中に、画像投影装置３から、認
証を要求する認証フレームを受信すると（ステップＳ５０１）、認証の要求に応答する認
証フレームを画像投影装置２に送信する（ステップＳ５０２）。
【００４６】
　次に、画像投影装置３は、アソシエーション要求フレームを用いて、画像投影装置１に
接続を要求する（ステップＳ５０３）。画像投影装置１は、受信したアソシエーション要
求フレームに応じて、画像投影装置に「成功」を意味するステータスコードを含むアソシ
エーション応答フレームを送信する（ステップＳ５０４）。これにより、画像投影装置１
と画像投影装置３との間の無線ＬＡＮ通信の接続が完了し、無線区間のデータ送受信が可
能となる。
【００４７】
　画像投影装置１は、画像投影装置３との接続が完了すると、画像投影装置３に、「送信
確認」情報を含むデータフレームを送信する（ステップＳ５０５）。「送信確認」情報を
含むデータフレームを受信した画像投影装置３は、画像の投影が禁止されているので、画
像データの送信を禁止するために予め定められた「送信禁止」情報を含むデータフレーム
を、画像投影装置１へ送信する（ステップＳ５０６）。「送信禁止」情報を含むデータフ
レームを受信した画像投影装置１は、画像投影装置３が有効化されていないと判断し（ス
テップＳ５０７）、画像投影装置３への画像転送を行わない。
【００４８】
　また、画像投影装置１は、アクセスポイントとして動作しているので、投影画像の転送
に非対応の画像投影装置や、画像投影機能を持たないクライアント装置等からも接続要求
を受ける場合がある。例えば、図５において、投影画像の転送機能に非対応のクライアン
ト装置である非対応機器から、認証を要求する認証フレームを受信すると（ステップＳ５
０８）、画像投影装置１は、応答する認証フレームを非対応機器に送信する（ステップＳ
５０９）。
【００４９】
　次に、非対応機器は、アソシエーション要求フレームを用いて、画像投影装置１に接続
を要求する（ステップＳ５１０）。画像投影装置１は、受信したアソシエーション要求フ
レームに応じて、非対応機器に「成功」を意味するステータスコードを含むアソシエーシ
ョン応答フレームを送信する（ステップＳ５１１）。これにより、画像投影装置１と非対
応機器との間の無線ＬＡＮ通信の接続が完了し、無線区間のデータ送受信が可能となる。
【００５０】
　画像投影装置１は、非対応機器との接続が完了すると、非対応機器に、「送信確認」情
報を含むデータフレームを送信する（ステップＳ５１２）。しかし、非対応機器は、画像
投影装置１の「送信確認」情報に非対応なので、「送信許可」、又は「送信禁止」を示す
情報を含むデータフレームを画像投影装置１に送信することはできない。画像投影装置１
は、「送信確認」情報を含むデータフレームを送信後、所定の時間内に「送信許可」又は
「送信禁止」を示す情報を含むデータフレームを受信できない場合、タイムアウトと判断
し、非対応機器への画像の転送を行わない（ステップＳ５１３）。尚、画像投影装置１は
、クライアント装置から応答が無い場合、所定回数のリトライを行なっても良い。
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【００５１】
　画像投影装置１は、このようにして、投影画像の転送に非対応のクライアント装置や、
投影画像の転送が禁止されたクライアント装置には、投影画像の転送を行わないので、不
要な投影画像の送信を低減することができる。
【００５２】
　ここで、予め定められた「送信確認」、「送信許可」、及び「送信禁止」を示す情報を
含むデータフレームのイメージについて説明する。
【００５３】
　図６は、第１の実施の形態に係る予め定められた情報を含むデータフレームのイメージ
を示す図である。無線ＬＡＮのＭＡＣフレームの一つであるデータフレーム６０１は、ヘ
ッダー（Header）６０２、データ（Data）６０４、及びフレームチェックシーケンス（FC
S）６０４で構成される。ヘッダー６０２は、データフレーム６０１の送信元のＭＡＣア
ドレス、宛先のＭＡＣアドレス、及びアクセスポイントのＭＡＣアドレス等の情報を含む
。データ６０３には、ユーザデータが格納される。フレームチェックシーケンス６０４に
は、ヘッダー６０２とデータ６０３の誤り検出符号が格納される。
【００５４】
　画像投影装置１、及び投影画像の転送に対応する画像投影装置２及び３等は、例えば、
このデータフレーム６０１のデータ６０３フィールドを用いて、予め定められた送信確認
６０５、送信許可６０６、及び送信禁止６０７を示す情報を送受信する。
【００５５】
　尚、データフレームは、上記予め定められた情報を送受信するＭＡＣフレームの一例で
あって、上記予め定められた情報は、他のＭＡＣフレーム、例えば、プローブ要求／応答
や、アソシエーション要求／応答等の管理フレームを用いて送受信するものであっても良
い。
【００５６】
　図７は、第１の実施の形態に係る画像投影システムの処理の流れの別の一例を示すシー
ケンスチャートである。アクセスポイントの機能を有する画像投影装置１が画像を投影中
に、例えば、クライアント機能を有する画像投影装置４の電源が投入されたものとする。
また、また、画像投影装置４は、画像の投影を許可するように設定されているものとする
。尚、基本的な処理の流れは図４と同様であるため、ここでは、図４との差分を中心に説
明を行う。
【００５７】
　電源が投入された画像投影装置４は、認証フレームを用いて画像投影装置１に認証を要
求する（ステップＳ７０１）。画像投影装置１は、画像投影装置４から認証を要求する認
証フレームを受信すると、認証フレームを用いて認証の応答を行う（Ｓ７０２）。
【００５８】
　次に、画像投影装置４は、画像の投影が可能であることを示す予め定められた「送信許
可」情報を含むアソシエーション要求フレームを画像投影装置１へ送信する（ステップＳ
７０３）。尚、アソシエーション要求フレームには、無線ＬＡＮ装置の製造業者が独自に
定義した可変長の情報要素を格納するＶｅｎｄｅｒ Ｓｐｅｃｉｆｉｃ情報要素があるの
で、例えば、この情報要素等に「送信許可」情報を格納することができる。
【００５９】
　「送信許可」情報を含むアソシエーション要求フレームを受信した画像投影装置１は、
画像投影装置４が有効化されたと判断し（ステップＳ７０４）、「成功」のステータスコ
ードを含むアソシエーション応答を画像投影装置４に送信する（ステップＳ７０５）。
【００６０】
　ここで、画像投影装置１は、ステップＳ７０４で既に画像投影装置４が有効化されたと
判断したため、「送信確認」を含むデータを送信せずに、画像転送処理を開始しても良い
（ステップＳ７０６）。画像投影装置４も、既に「送信許可」を示す情報を送信している
ため、投影画像のデータを含むデータフレームを受信すると（ステップＳ７０７）、画像
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の投影を開始する（ステップＳ７０８）。
【００６１】
　同様に、画像の投影を禁止するように設定されている画像投影装置５についても、アソ
シエーション要求等の管理フレームを用いて、「送信禁止」を示す情報を送信することが
可能である。例えば、電源が投入された画像投影装置５は、認証フレームを用いて画像投
影装置１に認証を要求する（ステップＳ７０９）。画像投影装置１は、画像投影装置５か
ら認証を要求する認証フレームを受信すると、認証フレームを用いて認証の応答を行う（
Ｓ７１０）。
【００６２】
　次に、画像投影装置５は、画像データの送信を禁止するために予め定められた「送信禁
止」情報を含むアソシエーション要求フレームを画像投影装置１へ送信する（ステップＳ
７１１）。
【００６３】
　「送信禁止」情報を含むアソシエーション要求フレームを受信した画像投影装置１は、
画像投影装置５が有効化されていない（無効）と判断する（ステップＳ７１２）。画像投
影装置１は、投影画像の転送機能が有効化されていない画像投影装置５に、例えば、「成
功」のステータスコードを含むアソシエーション応答を画像投影装置４に送信する（ステ
ップＳ７１３）。尚、このとき、画像投影装置１は、例えば、設定等により、画像投影装
置５にアソシエーション応答（成功）を送信しない、或いは、「成功」以外のステータス
コードを含むアソシエーション応答を送信するものであっても良い。
【００６４】
　いずれにしても、「送信禁止」情報を含むアソシエーション要求フレームを受信した画
像投影装置１は、画像投影装置５に投影画像の転送を行わない。
【００６５】
　例えば、このように、画像投影装置が有効化されたことの判断は、無線ＬＡＮの管理フ
レームを用いて行われるものであっても良い。
【００６６】
　このように、アクセスポイントである画像投影装置１は、クライアント装置から受信し
たＭＡＣフレームに、「送信許可」情報が含まれている場合、そのクライアント装置を有
効化された画像投影装置であると判断することができる。
【００６７】
　以上、本実施の形態では、アクセスポイントの機能を有する画像投影装置１０１は、ク
ライアントの機能を有する画像投影装置１０２、１０３等が有効化されたことを判断し、
投影中の画像を有効化された画像投影装置に転送し、投影させることができる。
【００６８】
　また、一般的に、プロジェクタ等の画像投影装置は、大画面のディスプレイ装置等より
も小型、軽量で可搬性に優れているので、本実施の形態によれば、例えば、視聴者の人数
等に応じて、より柔軟性の高い運用（表示手段の増設）が可能となる。
【００６９】
　［第２の実施の形態］
　図８は、第２の実施の形態に係る画像投影システム８００の構成を示す図である。図８
において、アクセスポイントの機能を有する画像投影装置１０１は、端末Ａ８０１から入
力された画像８０３と、端末Ｂ８０２から入力された画像８０４とをスクリーン１０６に
投影している。尚、画像投影装置１０１と、端末Ａ８０１及び端末Ｂ８０２との接続方法
は、任意の接続方法で良い。例えば、画像投影装置１０１と、端末Ａ８０１及び端末Ｂ８
０２との接続方法は、図２の外部接続部２０３を介する有線接続、無線通信処理部２０７
を介する無線ＬＡＮ接続、或いは、有線通信処理部２０６を介する有線ＬＡＮ接続のいず
れであっても良い。
【００７０】
　図８の状態において、画像投影装置１０１は、クライアント機能を有する他の画像投影
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装置が有効化されると、投影中の画像８０３及び画像８０４のうち、例えば、画像８０４
を有効化された他の画像投影装置へ転送する。
【００７１】
　図９は、第２の実施の形態に係る画像投影システム８００の画像投影装置増設後の構成
を示す図である。図９において、クライアント機能を有する画像投影装置９０１は、画像
投影装置１０１から投影された画像８０４を投影している。一方、画像８０４を転送した
画像投影装置１０１は、転送した画像８０４の投影を中断し、転送していない画像８０３
を投影している。
【００７２】
　図１０は、第２の実施の形態に係る画像投影システムの処理の流れを示すシーケンスチ
ャートである。アクセスポイントの機能を有する画像投影装置１０１は、端末Ａ８０１か
ら入力された画像８０３と、端末Ｂ８０２から入力された画像８０４とを投影しているも
のとする。また、画像投影装置９０１には、画像投影装置１のＳＳＩＤ、認証／暗号化方
式、暗号化キー等の情報が予め登録されているものとする。
【００７３】
　この状態で、クライアントの機能を有する画像投影装置９０１の電源が投入されると、
画像投影装置９０１は、認証フレームを用いて画像投影装置１０１に認証を要求する（ス
テップＳ１００１）。画像投影装置１０１は、画像投影装置９０１から認証を要求する認
証フレームを受信すると、認証の応答を行う認証フレームを送信する（Ｓ１００２）。
【００７４】
　次に、画像投影装置９０１は、アソシエーション要求フレームを用いて、画像投影装置
１０１に接続を要求する（ステップＳ１００３）。画像投影装置１０１は、受信したアソ
シエーション要求フレームに応じて、画像投影装置９０１に「成功」を意味するステータ
スコードを含むアソシエーション応答フレームを送信する（ステップＳ１００４）。これ
により、画像投影装置１０１と画像投影装置９０１との間の無線ＬＡＮ通信の接続が完了
し、無線区間のデータ送受信が可能となる。
【００７５】
　画像投影装置１０１は、画像投影装置９０１との接続が完了すると、画像投影装置９０
１に、画像の投影が可能であるか否かを問い合わせるために予め定められた「送信確認」
情報を含むデータフレームを送信する（ステップＳ１００５）。「送信確認」情報を含む
データフレームを受信した画像投影装置９０１は、画像の投影が許可されているので、画
像の投影が可能であることを示すために予め定められた「送信許可」情報を含むデータフ
レームを、画像投影装置１０１へ送信する（ステップＳ１００６）。
【００７６】
　「送信許可」情報を含むデータフレームを受信した画像投影装置１０１は、画像投影装
置９０１が有効化されたと判断する（ステップＳ１００７）。画像投影装置９０１が有効
化されたと判断した画像投影装置１０１は、例えば、端末Ｂ８０２から入力された画像８
０４の投影を中断し、端末Ａ８０１から入力された画像８０３を投影する（ステップＳ１
００８）。また、画像投影装置１０１は、投影を中断した端末Ｂ８０２から入力された画
像８０４を画像投影装置９０１に転送する（ステップＳ１００９、Ｓ１０１０）。画像投
影装置９０１は、画像投影装置１０１から受信したデータに基づいて、画像８０４を投影
する（ステップＳ１０１１）。尚、図１０のステップＳ１００９は、ステップＳ１００８
よりも前に開始しても良いし、ステップＳ１００８と並行して処理を行うものであっても
良い。
【００７７】
　上記動作により、画像投影装置１０１が投影していた２つの画像は、画像投影装置９０
１が有効化されると、図９に示すように画像投影装置１０１と画像投影装置９０１の２台
を用いて個別に投影されるようになる。
【００７８】
　また、画像投影装置１０１は、転送した画像８０４の投影を中断するので、転送してい
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【００７９】
　さらに、ユーザは、端末Ａ８０１、端末Ｂ８０２の操作を行うことなく、例えば、画像
投影装置９０１の電源を投入するだけで、上記画像の転送を行うことが可能となる。
【００８０】
　尚、上記説明では、端末Ａ８０１と端末Ｂ８０２の２台の場合について説明を行ったが
、画像を出力する端末の数は３台以上であっても良い。例えば、端末の数が３台以上の場
合の処理の一例として、画像投影装置１０１は、複数の端末から画像が入力された場合、
画像が入力された順番を記憶部２０２等に記憶しておく。また、画像投影装置１０１は、
新たな画像投影装置が有効化された場合、最後に入力された端末の画像から、有効化され
た画像投影装置に順次転送するようにすると良い。また別の一例として、接続するインタ
フェースの優先順位を予め定めておき、新たな画像投影装置が有効化された場合、優先順
位の低いインタフェースから入力された画像から、有効化された画像投影装置に順次転送
するようにしても良い。
【００８１】
　以上、上記実施の形態によれば、画像投影装置１０１が複数の画像を投影しているとき
に、画像投影装置９０１が有効化されると、画像投影装置１０１が投影する複数の画像の
うちの少なくとも一つが、画像投影装置９０１に自動的に転送される。
【００８２】
　またこのとき、画像の投影を行うユーザは、画像投影装置９０１を有効化させることに
より、画像投影装置１０１や端末の操作を行うことなく、投影画像を画像投影装置９０１
に転送することができる。
【００８３】
　尚、上記各実施の形態は、本発明に係る画像投影システム１００及び画像投影装置１０
１の一例であり、本発明の範囲を限定するものではない。例えば、画像投影装置１０１は
アクセスポイント機能を有するものとして説明を行ったが、画像投影装置１０１は、アク
セスポイント機能とルーター機能とを含む無線ＬＡＮルーターの機能を有するものであっ
ても良い。また、画像投影装置１０１は、ネットワークに依らずにアクセスポイント動作
が可能なＷｉＦｉダイレクト（登録商標）の機能を有するものであっても良い。
【００８４】
　また、上記各実施の形態では、画像投影装置１０１が投影する画像を端末から入力する
ものとして説明を行ったが、例えば、外部サーバ（クラウド）や、内蔵のストレージ等か
ら取得したデータに基づいて画像の投影を行うものであっても良い。
【符号の説明】
【００８５】
　１００　　画像投影システム
　１０１　　画像投影装置（第２の画像投影装置）
　１０２、９０１　　画像投影装置（第１の画像投影装置）
　１０３　　画像投影装置
　３０１　　判断手段
　３０２　　転送手段
　３０３　　投影制御手段
【先行技術文献】
【特許文献】
【００８６】
【特許文献１】特開２００６－１３４１７４号公報
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